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対面式での講習については、支部ホームページをご確認ください

講習についての最新情報につきましては、ホームページにて随時発信しています。ホームページにてご確認いただくかお電話にて
お問い合わせください。

https://www.hyogo.jrc.or.jp/lecture/ホームページ（講習のページ）
Tel.078-241-1499講習に関するお問い合わせ

https://www.hyogo.jrc.or.jp/lecture/online/申 込 み

オンラインで学べる赤十字講習会のご案内

団体向けオンライン講習について

開催日 時間
【救急法】一次救命処置
【幼児安全法】乳幼児の一次救命処置
【健康生活支援講習】地域で支える認知症
【救急法】一次救命処置
【救急法】きずの手当
【健康生活支援講習】健康な高齢者をめざして

3月17日(木)
3月17日(木)
4月13日(水)
4月13日(水)
4月21日(木)
4月21日(木)

☆印の講習は講義のみです。それ以外は実技を含みます。

兵庫県支部では、青少年赤十字活動の充実・活性化とともに、未加盟校への啓発を図ることを目的に、
青少年赤十字研究推進校を設けています。県内の青少年赤十字加盟校から応募を募り、研究推進校と
して指定された学校は、防災や奉仕活動などの研究主題の中からテーマを決め、1年を通して実践しま
す。令和3年度は4校を指定し、1月30日(日)に開催した兵庫県青少年赤十字研究会でその成果を発表
しました。今年度も昨年度と同様に、各学校からWebツールを活用し報告いただきました。

令和3年度兵庫県青少年赤十字研究会を開催しました

芦屋市立精道小学校の

発表スライドより

■ ホームページ
https://www.hyogo.jrc.or.jp/
■ インスタグラム
https://www.instagram.com/nisseki_hyogo/
■ Facebook
https://www.facebook.com/nisseki.hyogo/

facebookInstagram

兵庫県支部では、個人向けのZoomを使っ
たオンライン講習の他に、団体向けのオン
ライン講習についても各団体のご希望の
日程で調整させていただき実施しておりま
す。指導員含めて100台まで接続できます
ので、社内の研修会等にご活用ください。
団体向けのオンライン講習であれば、例え
ば、救急法の「一次救命処置」の講習に、幼
児安全法の「乳幼児の一次救命処置」を組
み合わせる等、講習時間や内容もご要望に
沿った講習をすることが可能です。救急法、
幼児安全法、健康生活支援講習の他に、赤
十字防災セミナー「災害への備え」の講義
も実施しております。
詳しくは、日本赤十字社兵庫県支部のホー
ムページの「講習会で学ぶ」⇒「オンライン
講習」をご覧ください。

現在、「令和4年度青少年赤十字研究推進校」の公募を行っておりますので、是非ご応募ください。 
〆切:令和4年4月末日(詳しくは兵庫県支部ホームページをご覧ください。)

令和3年度研究推進校 テーマ
芦屋市立精道小学校 阪神淡路大震災を語り継ぐ

震災資料を基にした防災学習の基礎構築について

「気づき・考え・実行する
 ～主体的に判断し、行動する児童をめざして～」
①防災教育の推進
②丹波地域在住外国人・韓国との交流の推進
③丹波市・柏原町の観光促進

丹波篠山市立城南小学校

兵庫県立柏原高等学校

神戶弘陵学園高等学校

講習内容
あなたは大切な人を救えますか？
こどもにAEDって使えるの？
ちょっと知ってみたい。認知症 ☆
あなたは大切な人を救えますか？
みんなで学ぼう応急手当
今、考えようよ自分の健康☆

10：30～11：30
14：00～15：00
10：30～11：30
14：00～15：00
10：30～11：30
14：00～15：00

Japanese Red Cross Society Hyogo Chapter

いのちと健康を守る活動に
ご協力感謝いたします。

3
2022

● NHK海外たすけあいへのご協力ありがとうございました。

● ACTION! 防災・減災プロジェクト開始

● 令和3年度兵庫県赤十字有功章等贈呈式を開催しました。

● 航空会社の皆さまよりご寄付いただきました　● 献血キャンペーンのご案内

● 北播磨圏域で初の介護医療院「多可赤十字介護医療院」を開設

● 令和3年度兵庫県青少年赤十字研究会を開催しました

遺言・相続財産・お香典でのご協力について
「自分が亡くなった後、これまで築いた財産の一部を赤十字に寄付したい」といったご相談や、大切な方を亡くされたご遺族か
ら、「故人の遺産を社会のために役立ててほしい」というお申し出が増えています。日本赤十字社では、このような尊いご意思に
応えるために、遺贈（遺言によるご寄付）、相続財産等のご寄付を承っております。

お問い合わせは70120-078-456（振興課）まで



「NHK海外たすけあい」へのご協力ありがとうございました!

ACTION!防災・減災プロジェクト開始

1月11日(火)、兵庫県公館において「令和3年度兵庫県赤十字有功章等贈呈式」を開催しました。本式
典では、日本赤十字社の活動のために多額の活動資金や奉仕活動、献血などで日頃からご協力いただ
いている方々に感謝の意を表し、日本赤十字社や国の表彰を贈呈(伝達)しています。
昨年度は130周年という節目の年にあたり、11月に赤十字大会を開催する予定でしたが、コロナの感
染拡大により中止となり、2年ぶりの開催となりました。
感染対策のため出席者を3分の1に縮小したささやかな式典となりましたが、齋藤支部長(兵庫県知事)
挨拶のあと、壇上では、代表受章の方々が笑顔で表彰状等を受け取られました。

日本赤十字社では、世界各地で紛争や自然災害、飢餓、病気などで命の危機に直面している人々を救
うため、毎年12月1日から25日まで「NHK海外たすけあい」キャンペーンを実施しています。
第39回となる今回は「感染症からだれも取り残さない」をテーマにキャンペーンを展開し、兵庫県赤十
字奉仕団や兵庫県日赤有功会の皆さまをはじめ、NHK神戸放送局や各市町の赤十字の窓口などをと
おしてたくさんのご協力をいただきました。
12月24日には、兵庫県赤十字奉仕団が集めた寄付金が友藤冨士子委員長より齋藤支部長へ手渡
され、齋藤支部長からは感謝状が贈呈されました。
皆様からお寄せいただいた寄付金は、世界で人道危機に瀕し救援を必要とする方々への支援、保健衛
生や防災・減災事業等へ役立てさせていただきます。

令和3年度兵庫県赤十字有功章等贈呈式を開催しました
　2月1日、「多可赤十字介護医療院」が多可赤十字老人保健
施設の2階に開設されました。
　「介護医療院」とは、2025年に向け慢性期の医療ニーズに
対する今後の医療・介護サービス提供体制構築の具体的な改
革の一つで、「医療の必要な要介護者の長期療養・生活施設」
の役割を担うことを目的とし、平成30年4月に創設された施設
の名称です。
　今後、増加が見込まれる慢性期の医療ニーズに対し、「医
療」及び「介護」の両方が必要とされる高齢者に対応するため、
介護医療院は「日常的な医学管理（例えば、喀痰吸引や経管栄
養等）」や「看取りやターミナルケア」等の機能と「生活施設」と
しての機能を兼ね備えた施設として整備されています。
　多可赤十字介護医療院は、県内全体では22番目の施設と
なりますが、北播磨圏域内では第1号の施設となり、地域に密着した施設として運営していきます。
　施設の特徴は、老人保健施設が1階（35床）にあり、敷地内に多可赤十字病院がある位置関係で、
他の医療機関とも連携を図っているため、医療が充実しています。今後、さらに地域社会から愛され
信頼される赤十字施設を目指していきます。
　〇施設概要：入所定員47名（4人部屋11室・個室3室）

北播磨圏域で初の介護医療院「多可赤十字介護医療院」を開設

神戸空港に就航しているANA、ソラシドエア、AIRDOの航空会
社の皆様が作成、販売されたオリジナル缶バッチの売上金を、コ
ロナ禍で社会を支えている医療従事者を含めた多くの方々に役
立てていただきたいと当支部に寄託いただきました。このご支
援に対し、令和4年2月1日に3社を代表してANA大阪航空株式
会社神戸事業部の皆さまに日本赤十字社銀色有功章を贈呈さ
せていただきました。

　ANA神戸空港では、近隣医療機関に対する出張航空教室の開催やチャリティーウォークへの
参画など、今までは対面参加型の社会貢献活動に取り組んで参りました。
　近年コロナ禍における環境変化に伴い従来型の取り組みが制限され、社会貢献活動の在り方
についても変化を余儀なくされている中、私たちに出来ることを考え、非接触かつ継続的な社会
貢献活動としてオリジナル缶バッジを製作し募金活動として展開することと致しました。
　活動開始にあたり神戸空港に就航する ANA、ソラシドエア、AIRDO。また神戸市様、神戸観光
局様のご協力を得て作成したオリジナル缶バッジが話題となっており、私たちの社会貢献活動に
賛同頂き、缶バッジを求め神戸空港へ来港されるお客様により、多くの募金に繋がっております。
　そして、コロナ禍で社会を支えておられる医療従事者を含めた多くの方々への支援として日本
赤十字社兵庫県支部様へ寄付をさせていただきました。
　これからも継続して取り組んで参ります。オリジナル缶バッジのデザインは定期的に変更して
おりますので、ぜひ神戸空港 ANAカウンターにお立ち寄りください。

ANA大阪空港株式会社

航空会社の皆さまよりご寄付いただきました

　今からちょうど70年前の4月。とある少年誌で「鉄腕アトム」の連載が開始されました。実は、
70年前の4月というのは、日本で血液事業が始まった年であり、献血も2022年4月に70周年を
迎えることとなりました。そんな節目の年が重なる「鉄腕アトム」ですが、アトム本人は2003年4
月7日生まれで、今年18歳となることをご存知でしょうか。18歳といえば、2022年4月1日から
民法が改正され、新成人となる年齢です。
　兵庫県赤十字血液センターでは、この機会に新成人となる方や、10代・20代の方に献血に関心
を持っていただきたいと、「ぜ～んぶ　鉄腕アトム」展とのコラボ企画「いこう！献血　新成人
18」を実施いたします！今年新成人となる方、これから成人を迎える方、成人の方、そして鉄腕ア
トムが大好きな方！アトムと一緒に献血に行きませんか？

兵庫県赤十字血液センター×宝塚市立手塚治虫記念館

第85回企画展「マンガ連載開始70周年 ぜ～んぶ 鉄腕アトム展」

とのコラボキャンペーン「いこう！献血　新成人18」が始まります！

齋藤支部長から感感謝状を受け取られた友藤冨士子委員長(中央)

災害をなくすことはできません。だからこそ災害が
起きてしまう日に備え、日本赤十字社は事前の準
備を行っています。そこに届けるものを、そこに行
く医師や看護師を、一緒に活動してくれるボラン
ティアを。すべては、命を守るため。あなたの思い
を託されて私たちは活動しています。

〈ご協力いただいた募金のご報告〉
兵庫県赤十字奉仕団
兵庫県日赤有功会
特別赤十字奉仕団
青少年赤十字加盟校
地区分区、その他
NHK神戸放送局
兵庫県支部・施設

合計

612,160円
4,393,000円
276,000円
56,375円

1,297,334円
224,712円
380,288円

7,239,869円

「#あなたの備えがみんなの備えに」をつけ
て、あなた自身の“災害への備え”について
Twitterへの投稿をお願いしてい
ます。

詳しくはこちら⇨

3/1
（Tue） 2年目となる2022年も、ぜひご参加ください！

「いこう！献血　新成人18」キャンペーン内容

【期　　間】令和４年３月中旬予定～令和４年６月27日（月）
【実施場所】兵庫県内全献血ルーム（7ヵ所）、兵庫県内献血バス会場
【プレゼント記念品】
・全15種の「ぜ～んぶ　鉄腕アトム」なトレーディングカード３枚セット
・オリジナルクリアファイル
※キャンペーンの期間等、詳しい情報は兵庫県赤十字血液センターホームページをご覧ください。
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〒
いのちと健康を守る赤十字活動は
皆さまからお寄せいただく活動資金で成り立っています。

郵便局・ゆうちょ銀行からご協力いただけます

活動資金にご協力をお願いします


